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平成３０年１月定例教育委員会 会議録 

 １月定例教育委員会を平成３０年１月２４日午後１時００分 市役所３０１会議

室に招集する。 

◆出 席 者 

 教 育 長 滝  誠 

  教育委員 教育長職務代理者 髙木浩行  委員 千葉桂子  委員 紀藤統一 

委員 田中秀佳  委員 小倉志保 

 事 務 局 吉野教育部長  小島子ども・子育て監   

武藤学校教育課長  神谷学校教育課主幹 上原文化スポーツ課長  

間宮子ども未来課長 小川指導主事 

 記録者  田中直美 和泉知子 

 傍聴者  黒田和子   

 

 ◆次  第 

１ 開  会 

２ 前回会議録の承認 

３ 教育長報告 

４ 付議事件の審議 

第 43号議案 平成３０年度全国学力・学習状況調査への対応について       

第 44号議案 犬山市学校食育推進委員会委員の委嘱について 

第 45号議案 犬山市伝統的建造物保存委員会委員の委嘱について 

第 46号議案 平成２９年度要保護及び準要保護児童・生徒の認定について 

 

５ 通信及び請願 

６ 協議・連絡     

（１）後援名義使用許可に関する報告  

（２）犬山市教育振興基本計画について  

（３）犬山市の教育施策 2018「学びの学校つくり」について  

（４）犬山市部活動ガイドラインについて  

（５）教育関係者と教育委員との教育懇談会について  

（６）いじめ防止に向けて  

（７）犬山シティマラソン・読売犬山ハーフマラソンの最終申込み状

況について  

（８）文化財防火デーに伴う犬山城などの無料開放について  

（９ ) ２月・３月行事予定表について  

７ 自由討議 

８ その他 

９ 閉 会 
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 ◆議事内容   

 

教  育 

長： 

              開     会 

 ただ今より１月定例教育委員会を開催します。 

 

教  育 

長： 

              前回会議録承認 

 前回会議録の承認をお願いします。 

 

教  育 

長： 

          教育長 報告 

 午前中の犬山幼稚園訪問、寒い中でしたがご出席ありがとうございま

した。久しぶりに小さな子ども達とふれ合い、心が洗われたような気持

になったわけですが、子どもっていいなということを、改めて感じさせ

ていただきました。 

２点ほどご報告させていただきます。1点目はインフルエンザの関係

ですが、先週の月曜日辺りから、学級閉鎖をする学校が出てきておりま

す。１５日月曜日に東部中 1年生の１学級、東小１年生の１学級、火曜

日には、犬山北小 1年生、犬山西小５年生、羽黒小３年生の各１学級ず

つ、水曜日に東小１年生が１学級、金曜日は東部中１年生が全員給食後

早帰りをするという状況になっておりました。次の週は一段落するのか

なと思っておりましたら、今週２２日月曜日ですが、犬山北小５年生、

楽田小１年生と４年生、東小４年生、犬山西小５年生、南部中１年生、

犬山中２年生の７つの学級で閉鎖をしております。翌火曜日ですが、城

東小３年生の２学級、犬山西小４年生、犬山中１年生、東部中２年生、

城東中１年生、犬山中２年生、犬山南小１年生、そして本日楽田小５年

生の１学級ということで、小規模校３校を除く全ての小中学校で学級閉

鎖が実施されていることになっております。今年のインフルエンザはＡ

型とＢ型が混在していて、お医者さんも対応に困ってみえるようです。

いつ、こういった波がわが身にも、教育委員会事務局にも押し寄せてく

るかわかりませんので、十分対応できる部分は対応したいと思っており

ます。また、委員の皆様方におかれましても、十分ご注意いただきたい

と思います。 

２点目ですが、後ほど神谷主幹の方から報告があると思いますが、部

活動のガイドラインが出来ました。４月から校長会等に投げかけて、校

長会と教育委員会と共に対応を協議してきたわけですけど、最終的な段

階で、平成３０年度のところで、将来的に朝部活をやめるということに

ついては合意ができたのですが、いつからかということについての合意

がなかなかできない状況でいます。一番最初に教育委員会から提案した

のは、平成３０年度からは早朝練習を中止する方向で検討するという文

言で学校現場に投げかけたわけですけど、学校の中には朝部活はどうし

ても必要であるという学校がありました。そういった学校に対しては、

午後の部活をやめて朝にたっぷり時間を取って、効率よく部活動の指導
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をするのが一つの方法だということで、進めてきたわけですけど、何度

も何度も教育委員会にもその都度報告させていただいているわけです

が、とうとう先日の校長会の折に、教育委員会は一歩譲って、３０年度

の９月からというラインを出しました。当初は３０年度の４月からだと

いうものを９月からと出したわけですが、それについても校長会は納得

されないという状況でした。ゆくゆくは中止をすることについては賛成

だけれど、その時期が３１年度ではいけないのかということなんです。

元々この議論が起こったのは何かというと、教員の多忙化解消、働き方

改革であります。過労死ラインの８０時間を超えて勤務をする教員がた

くさんいる中で、このまま放置をしておくということは、正に教員の命

そのものに関わることですので、猶予できる部分と出来ない部分があり

ます。一日も早くやらなくてはいけないことだと思っています。ですか

ら、事務局として提案してきたのは４月からというその状況を、９月ま

で半年程伸ばしたわけですので、これについてはもうこれで行きたいと

いう、私も校長会が納得しなければ教育委員会の名前だけで行くぞとい

うふうに申し上げたところ、校長会としては校長会の名前を外してくれ

ということでありましたので、校長が教員の命を守らなければ、教育委

員会が守るしかないという強い意志で決断しました。この部活動のガイ

ドラインについては、神谷主幹が４中学校を回り、先ずは先生方に説明

をし、その後２月に行われる入学説明会の折には、校長が自らの口で保

護者に対して説明するという手筈になっています。学校現場に長年勤め

ておりますと、それが当たり前のように思えてしまって、当たり前のこ

とを変えていくということについては、非常に臆病だなと改めて感じた

わけです。中には教育委員会の改革のスピードについていけないという

校長先生もおみえでいらっしゃいました。４月からやってきて、半年以

上かけて協議をし、来年度の４月からというのを９月からというように

やり取りしながら変えてきたわけですけど、これについていけないとい

う校長先生がおみえなのにはびっくりしました。この社会の変化につい

ていけない中で、よく学校経営ができるなと、私自身強く思っておりま

す。それから、変化についていけないということですが、校長会と教育

委員会とやり取りしながら、少しずつ中身を修正しているわけですの

で、当然変化をすることは当たり前です。こういった状況です。校長会

や教頭会の場で今の気持ちは継続してぶつけていきたいと強く思って

おります。何か愚痴のようになってしまいましたが、教育長報告を終わ

ります。 

それでは、付議事件の審議に入ります。 

 

教  育 

長： 

          第４３号議案 

「平成３０年度全国学力・学習状況調査への対応」について、事務局お

願いします。 

小 川 主

事： 

 これにつきましては、平成３０年４月に実施される平成３０年度全国

学力・学習状況調査について、参加するものとする。この案を提出しま
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すのは、平成３０年度全国学力・学習状況調査への対応を定める必要が

あるからです。調査日は４月１７日、調査の目的は資料に記載のとおり

の３点です。調査内容は教科に関する調査（国語、算数・数学、理科）

と生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査です。調査結果等の集計・

分析・提供は例年と同じように行われる予定です。ただし、結果提供日

は７月中下旬、公表日は７月末頃になると聞いており、例年より早くな

る予定です。調査結果の活用については、教育委員会は「域内の教育の

改善に向けた取組を推進」、学校は「個々の児童生徒の課題に応じた教

育指導の改善に向けた取組を推進」と書かれています。有効に活用して

いきたいと思います。昨年度からの変更点ですが、来年度は２７年度に

引き続き理科を実施する予定です。また３１年度には中学校調査におい

て英語調査を実施する予定です。「平成３０年度全国学力・学習状況調

査」への対応については、１月の定例校長会でも話題にしました。参加

に否定的な意見をいただかなかったことを、提案に付け加え、報告させ

ていただきます。 

教  育 

長： 

 ただいま事務局から提案をいただきましたが、来年度は理科、再来年

度は英語も実施されるということで、だんだんエスカレートしていくよ

うな雰囲気を感じないわけではないです。事務局からは参加をするとい

う方向で提案がされましたけど、これについていろいろお考えがあると

思いますので、お伺いをしたいと思います。 

田 中 委

員： 

 いろいろと論点があると思います。参加するものとするということに

対する審議と決議が必要となるのですが、それに当たってその前提とし

て明らかにしておくべき点があるのではないかということです。一つは

これが行政調査なのか、教育活動なのかということを確認しておく必要

があると考えております。資料にあるように、文科省が主催となって教

育委員会・学校が協力をして実施をするものであることからすると、こ

れは行政調査に該当すると思われます。もしも行政調査であれば、どう

して教育活動の授業時間に行うのか。参加するなら明確な説明理由が必

要と考えています。行政調査である以上、児童生徒、保護者に対して不

参加の自由を保障しなければならないのではないかというのが、一つの

大きな論点です。調査の時間に相当する授業時数が、本市では２学期制

も導入して、少しでも授業時数を確保しようと取組んでいる中で、ほぼ

丸一日時間を取るわけで、行政調査でも授業時数に充てることができる

と文科省は設定しているわけですが、そうであればその分、調査の時間

に相当する授業時数が削られて、その分教育を受ける権利、授業を受け

る権利が阻害される状況が発生すると考えられるのではないかと考え

ています。児童生徒が調査の不参加によって、欠課、欠席扱いにされた

場合、当該児童生徒に二重の不利益が発生することになるのではない

か。その対応を考えておかなければ、参加するということを決断できな

いのではないかということです。次に決議の前提として確認すべき点と

して、教育委員としての質問ということになりますが、例えば通常の授
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業を進めることで学力をつける活動を優先するということで、受けない

理由は何かと、あえて参加するという理由は何であろうかと改めてここ

で明確にしておく必要があるだろうということです。２点目ですが、学

力と学習状況というのは、日常の学校生活で形成的評価、総括的評価、

期末テスト等でその評価等をはじめとして、日常の教科活動、生活指導、

生徒指導等の教科外活動で既に現場の先生は十分把握しているはずで

あって、さらにこの調査に参加する理由は何なのか、ということもしっ

かりと明らかにしておかなければならないと。また、この調査以外の既

存の教育活動や調査では得られない有益な情報が更にここで得られる

という前提がなければ、調査に参加する合理性にかけるのではないかと

考えます。そこで得られる有益な情報とはいったい何なのかというとこ

ろも、まだ私にとってははっきりしないところです。またいわゆる授業

日、文科省の指定する日があるわけですが、実施するとした場合、生徒

が仮に不参加した場合、その補習をどうするのか、欠課、欠席という不

利益な扱い方をどうするのか。或いはそこのところで授業が行われない

ことの不利益をどう考えるか、その対応を整理しておく必要があると思

います。教育委員会としてどのような措置を取るのか、そこがはっきり

していなければ、安易に参加するとは言えないだろうと思います。また、

審議に当たっての提案ということですが、代案ということではないです

が、仮に参加を前提に話を進めるのであれば、これは可能なのかという

ことがありますが、３点程上げさせていただきます。１つは、不参加を

希望する保護者の対応をどうするか。実際はいないかもしれませんが、

制度上、教育行政としてはしっかり責任を持って整理しておかなければ

ならないわけです。２つ目として、授業時数の確保をどうするか。及び

３点目、参加を希望する保護者、児童生徒の対応をどうするか。これら

全てを満たす方法を検討してはどうかということです。例えば、指定日

ではなく課外に実施することは検討に値するのか。また、この場合文科

省が直接やるわけではなくて、業者に民間委託しているわけですが、指

定日以外で行うと、集計の対象外となることが想定されますが、例えば

参加したい保護者、児童生徒は例えば各自で参加することは可能なの

か。保護者や児童生徒、学校の自己採点、自己集計が考えられますが、

参加を希望するのであればこのような対応が必要になるのではないで

しょうか。私自身の教育委員としての現時点での結論ですが、参加を前

提とするのであれば、教育委員会から学校、及び保護者、児童生徒へ実

施をする明確で合理的な理由を提示する義務があると思います。また一

方で教育委員会が決定権限があるわけですが、内容としては教育活動に

かなり関わるものですので、先程校長会でも審議されたというお話もあ

りましたが、教職員の積極的な同意、および授業日を丸一日を使っても

なお教育上必要であるという合理的な理由、あるいは明確な理由という

のが学校から、教育委員会や保護者、児童生徒に対して本当に説明が出

来ている状態なのか、その説明が示されていなければ教育委員としてこ
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の時点では実施の判断ができないということです。ですので結論といた

しましては、現状においては調査の参加、不参加を決定する判断材料が、

少なくとも参加を決定する判断材料が、私自身は現状では欠けているの

ではないかと考えていますので、本件に同意することはできないという

のが現状の判断です。或いは少なくとも継続審議とした上で、更なる情

報や資料を踏まえて審議をすることが必要ではないかと。現時点では責

任を持った判断ができないという結論と意見です。 

教  育 

長： 

 田中委員からいろんな指摘がありました。非常に懐かしい、数年前、

私が教育委員会事務局におりまして、こういった議論が活発になされ

て、新聞社、テレビ局が定例教育委員会の度に会場に押し寄せるという

あの当時を思い出しました。田中委員のご指摘が４点ありますが、これ

も含めたところ、或いはこれ以外のところでも結構ですが、他の委員さ

んのご意見をお聞きしたいと思いますが、いかがでしょうか。私は１９，

２０年度の２年間は、不参加ということを学校現場で説明をしてきまし

たが、２１年度は参加の決定がされ、その時には参加するという理由を

説明しなければいけないという状況に追い込まれまして、コピーをして

学校で自己採点をし、有効な活用をするという理由で参加をする状況に

なったわけですけど、その当時の犬山市の教育委員会の動き、流れ等も

ご存じだと思いますが、千葉委員、どうでしょうか。 

千 葉 委

員： 

 以前、国へ働きかけてくださいということは、言ったことがあります。

犬山市ではいろいろあり、参加することにしましたが、これが本当に必

要があるか。莫大な国家予算を使ってやるメリット、デメリットを何も

示さずに、ただずっとやり続けていいものなのか。そういうことを犬山

が発信して、国に働きかけて欲しかったです。何年か前に言ったことが

ありますが、今も現実はこのままなんですが、だからといって犬山は同

意できないから参加しないということではなく、個々の子ども達のこと

を考えると保護者はどう考えるのか。参加する理由より参加しない理由

は何でと考えられると思います。みんながやっているのに何で参加しな

いのかと考えられると思います。じゃあ一人ずつに、やる、やらないと

いう調査をするのかとか。ちょっと話が混乱してしまいましたが、とに

かく私は国に働きかけてこの予算を他へ使って欲しいという願いだけ

です。 

教 育 長 職

務代理者： 

 田中先生のご意見は最もだなと思う部分はあります。しかし、これだ

けメディアが発達した状況の中で、やらないということに対して、大変

な興味を示されてしまうという現状があるので、そこに保護者の方も振

られてしまうということがありまして、私自身はやらないということも

やるということも両方わかるので。ただ言えることは、それぞれの学校

で分析をされているのを見せていただきましたけど、ああいうことをそ

れぞれの学校が努力してやっていただいているということを踏まえる

と、さらに発展させていくというのがいいのではないかと私は思いま

す。 
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紀 藤 委

員： 

 私自身は参加すればいいと思っています。というのは、参加するにし

ても理由が必要、参加しないにしても理由が必要なのですが、全国的に

取り組んできています。そして、これからの大学入試とかいろんな動き

がここにもあるような気がするからです。今度から問題が変わってくる

のかな。例題を見てもよく考えられているなと思います。私が今まで作

ってきた問題もここまで考えられた問題は作っていないから、自分自身

の勉強であり、子ども達の勉強であるので、子ども達は自分が指導した

部分と違ったところでの能力を発見できるのかなと。中学校ではこの他

に学力標準テストをやっていますので、あえてそれもやる、これもやる

という必要性を感じてはいませんが、業者のテストはやるけれど、文科

省のテストは押し付けみたいなので、どちらにするか迷われるのなら、

参加していく。いろんな能力を子ども達は持っているので、いろんな部

分で評価し、われわれはそれを高める方法を考えていくべくではないか

なと思っています。もう一つ、欠席扱いにするかどうかは、これが確か

に行政の調査であるならば、欠席扱いにしてはいけないので、出席日数

に入れずに行えば、別に問題はないのかなと思います。ただ、当日参加

したかったけれど、病気で欠席した子には、調査には参加できないけれ

ど、何等かのかたちでやらせてあげるチャンスがあればやらせてあげた

いなと思います。 

小 倉 委

員： 

 私の結論としては、やはり納得いく理由があれば、参加をすべきだと

思います。ここで問題提起をされていることとして、その出た結果が客

観的評価なのかというとそうでもなく、ズルをしたり、成績の悪い子を

抜いたりという問題がいろいろ起きていて、よくしたいというのはわか

りますが、それで評価をして良かった悪かったと、喜んだり悲しんだり

するのは何かおかしい気がします。子どものためになることでしたら、

ぜひ参加をすべきだと思いますが、それで、学校や市町村や県の評価と

してお話をされるのなら、なしなのではないかと思いました。勉強の部

分ではなくて、子ども達が今心の中で何を抱えているかとか、どんな問

題が起こっているのか、例えば本を読まなくなってきているとか、知り

たいこともいくつか調査の中にはあって、中身を精査してくださるなら

いいなと思いましたが、学力の部分と中身の部分が別々で評価されたら

うれしいなと思いました。親としては、自分の子ども達や自分の町がど

の位置にあって、よくできているとかの評価が出ていれば安心する材料

になるから、親はやれやれときっと言ってしまうのかなと思います。子

ども達にやりたいかと聞いたら、テストなんて嫌いだからやりたくない

と、その選択を自分でさせたらやりたくない人がいっぱい出てきて、そ

れを出席にするとか欠席にするのかとかしたら、すごく複雑な問題にな

るんだなと田中委員のお話を聞いて思いました。 

教  育 

長： 

 今田中委員がここでおっしゃったことは、あの当時、平成１７年、１

８年辺りに、こういった上で参加をするか不参加にするかを議論をして

きた覚えがあります。結果的に全国の市区町村の中で、唯一犬山だけが
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不参加という結論でした。先日お辞めになられた前川喜平という文科省

事務次官の方とご一緒する機会がありまして、犬山の不参加のことが話

題になりまして、どうして犬山に続く自治体が出て来ないのでしょうね

ということを、あの方は言ってらっしゃいました。文科省としては行政

調査だから、無理にやる必要はないし、やらないという声を上げる自治

体が他にあってもいいのではないかと思っているけれど、犬山以外に出

てこないのは不思議でしょうがないとおっしゃられていました。当時の

全国の市区町村の教育長の意見を聞いても、２割～３割の教育長がやる

べきではないと言いながらも、不参加を決定してこなかったという経緯

もあったようです。犬山は犬山でいろんなことを議論してきたわけです

が、私は当時の犬山市の教育委員会は参加をしようが、参加をしまいが、

これは重要なことではないのではないかと、今になって思っています。

参加をしなかったあの当時の判断は全ての殆どの市区町村が参加をす

る中で、唯一犬山は不参加という声を上げた勇気ある決断だったと思っ

ています。２年後に、これまで犬山市の教育委員会が不参加を貫いてき

たにも関わらず、あえて参加に転じた当時の教育委員会の判断も勇気の

ある決断だと思っています。どっちがいいかどっちが悪いかは別であり

ます。ただ、犬山市の教育委員会の事務局にいて、改めて思う事は、参

加をしようが参加をしまいが、それはあくまでも一つの現象であって、

犬山市がやってきたことは、義務教育のあるべき姿を示してきた。義務

教育はこうあるべきである。市町の教育、市町の学校づくりは市町の教

育委員会が責任を持って果たすべきであるという姿を示してきたとい

う点では、これは少人数もしかり、２学期制もしかり、学力テストの参

加不参加もしかりだというふうに思っています。ですから当時、不参加

から参加に転じた時、学校に説明に行かなければならないというのは大

変だったわけですが、そういうことを思えば最終的に教育委員会で、委

員さんの多数決で決めたことでありますけど、参加であろうが不参加で

あろうが、本来は参加すべきでないとずっと説明をし続けていたわけで

すので、非常に事務局の人間としては困ったわけですけど、でも犬山が

やろうとしてきたことは、義務教育のあるべき姿を示しそうとしてきた

んだなということで、自分を慰めていた記憶があります。ただやはり委

員の皆さんには、田中委員もこういった状況がわかった上でやはり、参

加不参加の意思を表していただきたいというようなお気持ちもおあり

なのかなというふうに私は思っています。ここで例えばどうですか、参

加しますか不参加ですかと今ご意見をお聞きすると、どういう結果が出

るか非常にわからないわけですが、これだけの材料では参加不参加を決

定することはできないと、出来れば継続審議とした上で、更なる情報、

資料を踏まえた審議を要望するとおっしゃってみえるわけですが、もし

時間的に猶予があれば、次回継続審議とすることが出来るのか、継続審

議とすると県には報告していただくということになると思います。 

紀 藤 委  質問よろしいですか。これは行政調査なのかどうか、明確にわかって
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員： いますか。 

教  育 

長： 

 これは明らかに行政調査です。 

紀 藤 委

員： 

 以前には、抽出調査でよい時もあったと思うんです。わずかな政権だ

ったですけど。今全校が参加しているということは、何らかの魅力が行

政調査であるけれども、ちょっと違った意味合いで、結果の使い方は変

な使い方をすれば、各校の競争になるし県の競争になって、こうやるん

だと押し付けの教育になってくると思いますが、そうではなくて、犬山

市の教育委員会としてはラインを引いて、きちんとやっていけば逆に生

かせる調査にならないかな。私は生かせる調査にしていくべきではない

かなと思います。ここでまた議論をして参加不参加とやることも大事な

んですが、滝教育長もおっしゃったように、われわれの考え方はこの調

査をどういうふうに使うかによって変わってくる気がするのです。文科

省が結果をマスコミに流して変な風に使えば変な教育になっていくが、

いい方向いい方向に使っていけば、すごく役立つ調査になっていくので

はないかと思います。それが先ほど言った業者テストをやって、ああだ

こうだというのと同じだと思います。参加不参加を学校に任せることは

教育委員会としてはしていけないと思います。文科省と教育委員会と学

校が協力して行うものとうたっているということは、お互いうまくこれ

を利用しましょうということだと思います。確かにお金がかかるのでも

ったいないと思います。他へ回してほしいという気持ちもありますが、

私は参加していってより良き材料にしていきたいなと思います。 

教  育 

長： 

 これは学校対象に行う調査ではないので、受ける受けないは市町村の

教育委員会が決定します。先程千葉委員がおっしゃった「国に働きかけ

ててほしい」。実は私が事務局にいた時に、教育長と教育委員長と共に

国会へ行って、文科省にこの調査をやめるような要望書を提出に行って

おります。ただ提出には行ったのですが、全くびくともしません。少な

くとも悉皆調査ではなくて抽出調査にしたらどうかということも言っ

てきましたが、一回だけ抽出調査になりました。それから一度、東日本

大震災の時にやめましたが、また復活しました。更に今の様子を見てみ

ますと、理科もやります。再来年は英語もやります。２０２０年からは

小学校で英語が教科化されます。恐らく何年か後には小学校にも英語の

調査が含まれてくると思います。ただひとつ、紀藤委員がおっしゃった

これから必要とされる能力というのは、Ａ問題とＢ問題がありますが、

基礎基本と活用の問題です。活用の問題というのは普段の学校の授業の

中では扱わないことが多いといいますか、殆ど扱わない。でも恐らくこ

ういった問題が毎回毎回Ｂ問題で出されるということは、国が子ども達

に求めている学力というのは、ひょっとしたらこういうものなのかなと

思わないでもないんです。要はピサの国際的な学力調査がありますが、

あれではこういう問題が出されてくるわけです。かつては、日本は上位

にいたのですが、だんだん日本の順位が下がっていって、近隣のシンガ
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ポールだとか、アジアの後進工業国が上のほうに上がってくる。だから、

経済界といいますか財界といいますか、日本の教育は何をやっているん

だ、もっと上の方へいけるように教育をやれという圧力が、恐らく文科

省関係にかかっているのでは。そういった言う事を聞かなければ、教育

関係の予算は削るぞというぐらいの、多分状況なんです。前川喜平さん

がお辞めになる時に「文科省は財務省からみたら蛇に睨まれた蛙だ」と

おっしゃってみえたのが、印象的であります。文科省というのは数多い

省庁の中でも、小さくなっていますが、大学の医学部も文科省の管轄で

すし、将来を背負って立つ子ども達を教育するわけですから、もっと大

きな、重要な立場に立てればいいのですが。いかんせん、お金を持って

いるのは財務省ですので、そういった方面のいう事を聞かなければ教育

予算は認めないと言われてしまえば、分かりましたという状況しかない

のかなという、そういった関係もわからないわけではないですが。例え

ば参加をする決定をしたにしても、子ども達や保護者には参加に同意す

るかしないかの調査はしなければいけないと思います。うちの子を受け

ないようにしてくださいという保護者がいた場合、やはり受けない権利

も認めなくてはいけないだろうと思います。逆に不参加を決定した場合

は受ける権利は不参加を決定した以上は、受けてもらえないですね。一

方的にやりますと言ってやるのではなく、保護者の意向を調査する必要

はあるかなと思います。これがあるから欠席するという生徒はかつて私

が経験する中にはなかったのですが、ただ調査を受けないなら、別室で

学習する配慮が必要ですね。テストがあるから休むという扱いが出席か

欠席か、出欠の扱いにしないのか、議論していかなければ思います。な

んか議論が再燃してきたという思いであります。田中委員は、今ご自分

の意見を出されて、他の委員さんのご意見を聞かれて心の変化がおあり

でしょうか。 

田 中 委

員： 

 参加するものとするという議案ですので、参加を前提としたことに対

する意見としては、実施するのであれば、犬山市教育委員会としてのプ

ロセスが大事だと思っています。やはりこういう点で完全に全国学力・

学習状況調査を実際やっている取組と一致するわけではないので、国に

働きかけて、もちろん箸にも棒にもかからないとしても、犬山市として

はそういうスタンスですよということを明確にしておくという事は大

切なことです。やはり継続的に、抽出検査ではなぜいけないのか。国と

しての施策自身ですね。自治体のＰＤＣＡ サイクルの検証の材料にし

てくださいと言っていますが、まさに国にも当てはまることであって、

本当に学力・学習状況調査で国としての施策ＰＤＣＡ改善は本当にして

いるのですかというスタンスは、地方自治体として国に対して働きかけ

はすべきだと思います。これは継続的に自治体から国に対する意見とい

うのは必要かと思っています。今回慎重に審議すべきだと一番思ってい

るのは、小倉委員がおっしゃったとおりで、一昨年、中日新聞で、学力

調査を追っている記者がおりまして、やはり事前の学習をすごくしてい
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るところがあったり、もっとひどいところもあって新聞記事で明らかに

なっていますが、昨年の定例教で話題になりましたが、犬山市は他市町

村と比べてやや高いとかやや低いというような表現はやはりふさわし

くないだろうと。明らかに同じ条件で調査しているわけではない状態で

比較するのは、全く意味はないどころか害である。やはり参加するので

あれば、その仕方が非常に大事になってくると思いますので、犬山市と

しては他の事前に学習して臨んでいるような自治体とは比較しません、

というスタンスで、最終的に結果を公表するにしても相対的という表現

はやってはいけないと思います。やり方の問題で議論していく余地はあ

るかなと思いますし、最終的には反対と言っても多数決にはもちろん従

いますので。やはり保護者がどう考えているのかということは重要なの

で、奥村委員が欠席されているのは残念です。そこも含めて慎重に決を

採った方がいいかなと考えています。 

教  育 

長： 

 国は都道府県の平均を公表しますが全く意味がないですね。例えば愛

知県がどうだと言っても、この問題が出来ている子もいれば、出来てい

ない子もいる。大事なのはこの子はどうかということなんですね。これ

を犬山に置き換えた場合も、全国平均の正答率はこれでした。犬山の正

答率はこれでした。何ポイント高いとか低いとか。これは個々に返して、

初めて意味があるだろうと。だから愛知県は他と比べてひどいですけ

ど、愛知県は何かそれに対して手を打とうとしているか。国もピサの調

査で、日本がだんだん復活してきたというのですが、あれに対して、特

別、教育に対してこういう力が必要だとしたなら、この力を付けさせる

ために何か手を打ってきているかと言ったら、こういうテストをもっと

やってこういう問題に慣れさせよということなんですね。この前の話だ

と、少なくとも、教師は事前に問題を読んで、子ども達にこういう力を

付けさせるような指導をせよというようなことも、案に言っているんで

す。前は言わなかったです。練習してはいけないし、問題は漏らしては

いけないし、と言いながら、最近は少なくとも先生が事前に問題を把握

しておいて、こういった問題が解けるような力を普段の授業でしている

ようにと言っているんです。前回、犬山が賛否を取った時、「汗の香川、

涙の愛媛」という言葉がありました。要は、今は秋田や福井が上位を争

っていますが、当時は香川県、愛媛県が１，２位を争っていました。そ

れは何かというと、出来ない子を休ませるとか、テストの最中の机間指

導で見直しさせるとか、先生が集めた子どもの解答用紙を直したり、そ

ういうことが問題になってやめになっていったんですね。そういった反

省が生かされて、今回はそういう事象は起きていませんが、似たような

ことはひょっとしたらあるかもしれません。秋田や福井はすごく家庭学

習をさせられているそうです。かなり家庭学習に追われて、子ども達は

大変な日々を過ごしていると聞きますが、だからといってそういう子が

世に出た時に、世界で日本をリードするような立場に立って活躍してい

るかということも、ちょっと疑問があるのではないかということです。
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これについては、ここで賛否を決することは避けたいと思います。奥村

委員が今日お休みですので、次回奥村委員が出席をされて、ご意見を聞

いた上で、最終的な判断をしたいと思いますので、県のほうへは次回の

定例教で決定しますと報告してもらいます。今回はそれでよろしいです

か。次回までに時間もありますので、またお考えいただけたらと思いま

す。 

紀 藤 委

員： 

 今の教育長のお話の、事前に問題を見ておくというのは、いつ頃から

のことですか。 

小 川 主

事： 

 今度の問題を開封するということではなく、過去の問題などを見て教

員がそれを学習して指導するということです。 

教  育 

長： 

 普段、ああいった問題に子ども達は慣れていないので、何を答えてい

いかわからないという状況の子もいるので、過去の問題である程度子ど

も達がやり方が分かれば、そういった問題が出てもどのように解答した

らいいかわかるということです。 

紀 藤 委

員： 

 昔、学力観について話し合ったことがありますが、学力観もだんだん

変わってきているなと、テストを見ながら私は思っています。人口知能

が活躍する社会になって、ほとんどの働く場所が変わってくる、働き方

が変わってくるといったらいいんですかね。仕事の内容が変わるという

時代に差し掛かっているのだから、その先を読んでの問題なのかなと、

僕自身はそういう捉え方もしているんです。やはり知識とかただの思考

力ではない、もっともっと上の物。今は人工知能が出てきているので、

それを操れる人間がどんどん出てこないといけないという、そういう意

味ではこれからどんな子ども達を育てていくのか犬山は。というのでま

た新しい学力観も考えていかないと、犬山の教育は大きく変わっていか

ないのかなと思います。 

教  育 

長： 

 かつては知識理解が学力だと捉えて、それに対して自ら学ぶ力といい

ますか、情意面も含めて学力と捉えなくてはいけない。最近は思考力、

判断力、表現力、さらに、横断的な教科、横断的な力という本当に何も

かも含めて学力という考え方がされるようになってきたわけですけど。

犬山がずっと目指してきたのは自ら学ぶ力という表現をしてきました。

「基礎的な学力を身に付け、家族や友人を大事にし、地域を支え、自分

の人生を大事にするとともに、生涯に渡って、自ら学び続けようとする、

感性豊かな子ども」これが犬山が目指してきた学力でありますけれど、

そういった子ども達の育成を目指して、教育委員会、学校現場一丸とな

って教育に当たっているわけですが、そんなことも含めて次回またこれ

については議論をしたいと思います。よろしいですか。では継続審議と

いうことにしたいと思います。 

 続きまして、第４４号議案の審議に入ります。 

 

教  育 

           第４４号議案 

「犬山市学校食育推進委員会委員の委嘱」について、事務局お願いしま
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長： す。 

武 藤 課

長： 

 犬山市学校食育推進委員の委嘱については、犬山市附属機関設置条例

第３条及び犬山市学校食育推進委員会規則第４条の規定に基づき、委嘱  

するために提案するものです。この委員会は市内小中学校における食育

の推進並びに学校給食の運営及び管理に関する事項について審議する

ため設置するもので、名簿に記載の１６名の方に委嘱の日から、今年度

末までの期間で委嘱をするものとなります。今年度の委員会について

は、１回目を来週３０日に予定をしております。新年度からの給食調理

業務の委託業者の選考を中心の議題としまして、２月と３月に各１回ず

つの合計３回の開催を予定しているものとなっております。 

教  育 

長： 

 今回は犬山南小、城東小、今井小、栗栖小、楽田小、池野小の６校が

業者の切り替えの時期となっています。それに関わってこれだけの委員

を委嘱し、次回からの業者の選定に当たるということですが、これにつ

いていかがですか。特にご意見がないようですので、第４４号議案につ

きまして、お認めいただけますでしょうか。 

各  委 

員： 

 異議なし。 

教  育 

長： 

 異議なしと認めます。この件は承認されました。 

 続きまして、第４５号議案の審議に入ります。 

 

教  育 

長： 

           第４５号議案 

「犬山市伝統的建造物保存委員会委員の委嘱」について、事務局お願い

します。 

吉 野 部

長： 

 犬山市伝統的建造物保存委員会委員の委嘱については、犬山市附属機

関設置条例第６条並びに犬山市伝統的建造物保存委員会規則第４条の

規定に基づきまして、提案させていただくものです。この委員会は、教

育委員会の諮問に応じ、伝統的建造物及び伝統的建造物群の保存及び修

理に関する事項について調査及び審議していただく機関ということに

なります。委員につきましては、ここに掲載の７名にお願いするもので

すが、新規で委嘱する方は中本町の代表の方で、町内会の推薦という形

です。後の６名は再任で２年間の任期でお願いします。 

教  育 

長： 

 歴史まちづくり課は有形無形の文化財をたくさん抱えております。非

常にひとつひとつが重たい部署でありまして、その世界の著名な方を委

員にお招きして、施策を進めているわけですが、この伝統的建造物保存

委員会もその一つでありまして、これは目に見える文化財であります。

建物を修理するにも勝手にさわらないということで、いろいろご意見を

伺いながら、修理の方法についても協議することになるということで

す。今提案があったようなとおりですが、これについてご意見ご質問は

ありませんか。 

千 葉 委

員： 

 教えていただきたいのですが、歴史まちづくり協議会というものがあ

ります。この協議会と伝統的建造物保存委員会との交流的なことは全く
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ないのでしょうか。 

吉 野 部

長： 

 直接、委員どうしの交流はありませんが、歴史まちづくりの委員会の

中では、例えば、伝統的建造物を修理するといったような状況の報告は

しています。 

教  育 

長： 

 他にいかがですか。ないようですので、第４５号議案につきましてご

承認いただけますでしょうか。 

各  委 

員： 

 異議なし。 

教  育 

長： 

 異議なしと認めます。この件は承認されました。 

 続きまして、第４６号議案の審議に入ります。 

 

教  育 

長： 

           第４６号議案 

「平成２９年度要保護及び準要保護児童・生徒の認定」について、事務

局お願いします。 

武 藤 課

長： 

 今回の申請者は４名で、認定となります。認定児童生徒数は７名です。

内訳は表のとおりとなっています。今年度トータルの認定児童生徒数は

３４６名で認定率は５．５％となっています。昨年度同時期の認定児童

生徒数が３２０名でしたので２６名の増。昨年の同時期の認定率は５．

１％でしたので、０．４％の上昇という状況になっております。 

それから、今年度から新たに新入学準備金の支給を始めます。これは

ランドセルや制服などの新入学学用品費に対する就学援助費の支給に

ついて、従来の就学援助の制度の中では入学後の８月に事後払いになっ

ておりましたので、いったん、保護者の方は立て替え払いをするという

形でしたが、経済的に困っている方への配慮ということから、運用を改

善しまして、平成３０年度の新入生から新入学準備金という形で前倒し

で２月に支給するように改めるものとなっております。資料の５枚目で

すが、対象となる児童生徒数の一覧となりますが、小学校への入学予定

者では１５名の方が認定、中学校への入学予定者では４０名の方が認定

となっております。小学校の入学予定者で不認定ということで３名いら

っしゃいますが、この方たちについては、基準は従来の就学援助と一緒

ですので、生活保護基準の１．３倍未満という認定基準を大きく超えて

いました。確認をしましたら、経済状況に関係なく、申請をすればもら

えるものだと勘違いをされたようなケースのようでした。来年度に向け

て周知文書についてもう少しわかりやすくするように改めたいと思っ

ております。 

教  育 

長： 

 今説明があったとおりですけれど、これについて何かご意見ご質問は

ありませんか。 

教 育 長 職

務代理者： 

 小学生の申請者が１８名というのは、人数的に言うと今まで就学援助

は各学年３０名近くあるのに、これが本当に周知されているのかという

ことを疑問に思ったのと、申請期間が間に合うのかということも含めて

お伺いしたいです。 
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武 藤 課

長： 

 私達も予算を考える段階で、今までの認定率からすれば、３０名程度

はあるだろうと想定していました。それが結果的に現段階で１８名とい

うことで、確かにまだ該当するのに、申請されていない方がみえるのか

なと思います。周知については、小１の子については資料の新入学準備

金支給までの流れを見ていただきますと、１０月に就学時健康診断があ

りますので、その案内を対象の方全員に個別で送ります。そこに周知文

書を同封してお送りしましたので、一応対象者には個別に全て案内はい

っているというふうに思います。それでも、申請されていないというこ

とは、該当しないという判断をされたのかなと現段階では思っていま

す。ただ、事後にはなってしまいますが、新入学準備金で受け取らなか

った方については、３０年度になって認定がされれば事後の払いで受け

ることはもちろん出来ますので、そこで救済という言い方は適切ではな

いかもしれませんが、拾う事はできるのかなと思ってます。 

教  育 

長： 

 また、入学説明会の折にも、学校から声をかけていただくこともでき

ますし、再度文書も出ますか。 

武 藤 課

長： 

 はい。今年度から、就学援助については年度初めのところで、全ての

方に就学援助制度の周知文書をお渡ししていますので、それでもう一度

ＰＲということが出来るかなと思います。 

教  育 

長： 

 他にいかがですか。 

田 中 委

員： 

 新入学準備金というのは全国に広がっているようですが、就学援助金

の前倒しという表現を使わないのは、予算建てが違うからとか、何かあ

るのですか。就学援助制度の枠内という理解でいいのですか。 

武 藤 課

長： 

 就学援助制度の枠内で、新たな支給費目として、新入学準備金を設け

たという恰好になります。 

教  育 

長： 

他にいかがですか。ないようですので、第４６号議案につきましてご

承認いただけますでしょうか。 

各  委 

員： 

 異議なし。 

教  育 

長： 

 異議なしと認めます。この件は承認されました 

 

教  育 

長： 

           通信及び請願 

 通信及び請願はありますか。 

事  務 

局： 

 ありません。 

 

教  育 

長： 

           協議・連絡 

 協議・連絡に移ります。 

 （６）「いじめ防止に向けて」は個人情報に関することですから、非

公開扱いとさせていただき、全ての案件が済んだ後で行いたいと思いま
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す。予めご了承ください。 

最初に（１）「後援名義使用許可に関する報告」について、事務局お

願いします。 

上 原 課

長： 

 今回提出させていただいたのは全部で９件です。新規が４件、継続案

件が５件です。新規につきましては、№２の「全国連合子ども観光大使

ＩＮ愛知」、これは第４回となっておりまして、これまで栃木、岡山、

静岡で開催され今回愛知県で開催されます。観光庁が後援している事業

となっております。№６の「彫刻村 2018 展」につきましては、文化協

会にも所属されている方が岐阜県で行っていましたが、今年度犬山で開

催され、次年度は後援を取って開催されるという事になります。№８の

「全国桃太郎サミット日本ライン犬山」につきましては、目的は桃太郎

のおとぎ話を通じて幸福の実現を図り、社会に広めるということで開催

されます。「長唄「一の会」」につきましては、犬山出身の方で構成さ

れた会になりまして、南部公民館で演奏を行うというものです。 

教  育 

長： 

これについて何かご意見ご質問はございますか。 

教 育 長 職

務代理者： 

 №６の彫刻村ですが、参加費は１２名の方が支払われるのですか。 

上 原 課

長： 

 そうです。参加者がこれから作品を作っていきます。今年度も国際交

流村でしまして、一般の方はそれを無料で観ることができました。  

教  育 

長： 

 他にはどうですか。ないようですので次にいきます。 

「犬山市教育振興基本計画」について、事務局お願いします。 

田 中 補

佐： 

 今回配布しました、教育振興基本計画につきましては、先月の定例教

でいただきましたご意見を踏まえ、事務局で修正したものとなっており

ます。併せて校長会で「学びの学校づくり」を提案したところ、校長会

での意見も踏まえ修正しております。修正した箇所は青字でお示しして

おりますので、ご意見等ありましたらよろしくお願いします。説明は以

上です。 

教  育 

長： 

これまで何度もこの場でご意見をいただいたものですけど、手を加

え、今こういった形になっております。総合教育会議でも議論をされる

ことになっていくと思いますが、この教育振興基本計画につきまして、

何かお気づきの点があるようでしたらお願いします。 

田 中 委

員： 

 これをまた、市長が変えるという段取りになるのですか。 

武 藤 課

長： 

 明日、市長との打ち合わせがあります。同じように事前にお渡しして

ありますので、恐らくご意見があると思いますので、それを２月８日の

定例教でお示しをしたいと思います。 

教  育 

長： 

 最終的に固まるのはいつになりますか。 

武 藤 課  来月の２月２２日の総合教育会議のところでは、最終にしたいなと思
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長： っております。 

教  育 

長： 

 現時点では、教育委員会としてはこれでＯＫということで、お認めい

ただいたということにしたいと思います。では、次にいきます。 

「犬山の教育施策 2018「学びの学校づくり」」について、事務局お願

いします。 

神 谷 主

幹： 

 まずは、「学びの学校づくり」も含めていろんなものがいっぱいあり

ましたので、量を減らすことを念頭に割愛して文章を作成しました。 

 振興基本計画を受けて、施策の優先順など、加除修正を加えて、この

ようにしてあります。これにおいても校長会でも見ていただき、校長の

意見も踏まえて作成してあります。 

教  育 

長： 

 今提案があったとおりですが、これについて何かございますか。特に

ないようですので次にいきます。 

「犬山市部活動ガイドライン」について、事務局お願いします。 

神 谷 主

幹： 

 今のところ、３つの中学校の説明を終えています。犬山中学校を残す

のみとなっております。その後、１月３１日に予定通り、１年生と２年

生の保護者に対して通知をさせていただき、２月８日の入学説明会にお

いて、新１年生への説明となります。それから、各学校各部活動ごとの

運営方針が決まって参りますので、それらを学校ごとの丁寧な方法で、

保護者、生徒へ説明をし、４月を迎えるという形になってまいります。

前回提案させていただいたものに、説明を付けるべきではないかとのこ

とでしたので、部活動は人格の形成に大きく影響を及ぼすものであり、

中学校のたゆまない熱心な支援は、その期待以上の成長を促してきまし

た。しかしながら教員が心身共に健康で、質の高い教育活動を持続する

ことは、子どもたち、保護者がそれ以上に望むことです。また、スポー

ツ障害・バーンアウトの予防の観点、生徒のバランスのとれた生活と成

長の確保の観点などを踏まえ、適切な練習時間や休養日を設定する必要

があるということで、文章をまとめてみました。丹葉地区で、部活動ガ

イドラインを策定したのは犬山市だけです。県内でも、部活動ガイドラ

インを文科省や県に先駆けて作っているという話はあまり聞きません。

丹葉地区の申し合わせ事項というものが平成２７年度に出来ておりま

すが、丹葉地区の申し合わせ事項と違うところは、具体的な数字を標記

いているということです。例えば「１か月前」とか「９月」・「第３日

曜」・「１年生」・「陸上競技」といったところです。 

 それでは、各項目において少し補足させてください。最初の運営方針

の説明です。新たな部活動ごとの運営方針が校長先生との相談の中で決

まってきますので、それを説明する機会を設けてくださいと、学校に依

頼してあります。部活ごとの差異が生まれます。例えば、この部は朝練

が４月からありませんとか、土日はこんなふうにやりますとか、教員そ

れぞれの選択が生まれます。それは校長先生が後ろ盾となるということ
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になっています。練習計画表を１か月前に校長との面談で決め、配布し

ます。作成する段階から、校長と、教員と生徒の健康状態を確認しなが

ら進めます。早朝練習に関しましては、９月をめどとして中止の方向で

進めてもらっています。業後の長い練習時間が確保できる、６・７月か

ら朝練をやめるご判断をされる部活もあると聞いています。 

「教員の多忙化の原因が部活動だけではないのは明らかです。ここま

で取り決めてきた手法だけでは、まだまだ解決にはほど遠い状況だと認

識しています。しかし、このガイドラインは部活動の削減のボーダーで

す。ここまでは、生徒にとっても、家庭にとっても、労働者としての教

師にとっても守らなければならない最低限のラインです」と、説明をし

て回っているところです。 

教  育 

長： 

 今説明があったとおりですが、私が最初に冒頭で報告申し上げたよう

に、教育委員会と校長会の連名で出すはずが、教育委員会だけのものに

なってしまいましたが、これは先ほど申し上げた理由があったというこ

とです。何かいかがでしょうか。 

小 倉 委

員： 

 校長先生がひっかかっていらっしゃるのは、早朝練習だけで、あとは

いいですとおっしゃっているのですか。 

教  育 

長： 

 一番問題にされているところは、早朝練習の３つ目の「平成３０年９

月をめどに段階的に早朝練習を取りやめる」の、この平成３０年９月が

めどなんですが、将来的にいつということは明確にしないで、段階的に

早朝練習を取りやめていく。もしくはそれに代わる措置を講ずるという

ことについては、了解はされてみえますが、３０年の９月というのが引

っ掛かるみたいで、要は何かというと、校長会でも議論をしていますが、

それを受けて、いかに学校へ帰って先生方と議論をされてきたかという

ことなんですね。だから十分議論してきた学校は、もう４月から対応で

きます。そういう学校もあります。十分に議論をしてこなかった学校は

とてもこれには間に合わない。３１年の４月も難しい。ですから、連名

でいこうとすると、どんどんこの日が延びていくんです。もうこれは教

員の命に関わることですので、少しでも早くこういったラインを決めな

いと、その間に過労死をする教員が出た場合、どう責任を取るのか。昨

年の３月に岐阜県の郡上特別支援学校で、２４歳の男性講師の先生が、

長時間労働とパワハラによってうつ病を発症し、自殺をするという事件

があったんです。この事件を受けて、弁護士の方が３名程度で、調査チ

ームを立ち上げられて、調査をした結果、この件については、パワハラ

をした上司、多分特別支援学校ですので、小学部、中学部、高等部に部

主事という学年主任のような方がいますが、そのパワハラを行った者は

もちろんだけど、校長、教頭、教育長の責任が重いと。要は、学校を服

務監督する立場である教育委員会、直に部下を指導する校長の責任は重

いんだよと。要はそういった現状をどれだけ把握して、どういう手を校

長として打ってきたか、教頭として打ってきたか。あるいは教育委員会
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の教育長として打ってきたのか。やるべきことをやったのか。それがな

されてないので責任が重いということになれば、当然校長、教頭、教育

長の責任になります。県立の学校でありますので、個人が責任を負うと

いうことはあり得ませんので、岐阜県を相手取って、多分、訴訟が起こ

っていく。損害賠償になっていく可能性があると思っています。そうい

ったことが、犬山では起きてはいけないし、それ以前に、先生方が過労

死で命を落とすことが絶対にあってはいけない。ですから、そういった

ことが起こらない状況を、われわれが作っていく必要があるなというこ

とを、強く思っています。 

紀 藤 委

員： 

 教育委員会の名前で出すということはいいのですが、校長会が同意し

ないのはこの一点と、今お聞きしたのですが、先日新聞にスポーツ庁が、

週２日の休養日を設けるというガイドラインを作っている段階での話

が出ていて、今、どこでもやり始めてきているので、犬山市がこうして

先んじてやっていくのは、いいと思うので、ぜひ、校長が変わったから、

顧問が変わったから、早朝練習の扱い方も変わったということがないよ

うに、９月をめどに段階的にと書いてあるので、１０月になるか、１１

月になるかわからないけれど、やはりやっていくべくかなと思っていま

す。といいますのは、以前勤めていた学校のＰＴＡの人と懇親会があり

まして、みんな保護者は過去の保護者で子ども達は大きくなって孫がい

るという状況で、当時は、親として子どもを応援したいから早朝練習は

ぜひやってほしいといっていたが、あの時は負担だったよねと、そんな

本音も聞かれました。一宮市が一気にやめたのは、事故があったからで

すが、教育長はそういうことがないようにするためにやめるということ

なので、すごい英断で僕はいいなと思うので、ぜひ、校長先生方もそれ

を組み取って、あなたが変わってもこの方針は変わらないのか、あなた

が変わったら変わるのか、顧問が変わったら変わるのか、変わらないの

かというところを明確にしながら、学校の方針をきちっと作っていくべ

きかなと思います。ぜひ、保護者の声も聞いていただいて進めるのが、

一番いいと思います。多分同意しない保護者はいないのではないかな

と、理解してもらえると思うのですが、ぜひ、教育委員会の名前だけで

もいいので、出していただいて進めていただきたいと思います。 

教  育 

長： 

校長会で意見を聞いたのですが、私が聞いた限り賢明な判断をされて

みえたのはお一人だけですね。「これが教育委員会の名前で出ようが、

連名で出ようが、校長はやらなければいけないんだ。責任は校長にある

んだ。」ということを言われました。その発言を聞かれて、多くの校長

先生方がこれはどうあろうがやらなくてはいけないんだと、だったら教

育委員会の名前だけでなくて校長会の名前があってもいいのではと思

うところだと私は思っております。最終的にまた返したんです。「教育

委員会の単独の名前でいいんですね」と言ったら、「いい」という判断

をされましたので、「わかりました。それならそれで行かせていただき

ます」という決断をさせていただきました。 
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紀 藤 委

員： 

 以前教育委員会での、教育視察で行った野々市市で、小学校の女の先

生が過労死で亡くなりました。野々市市の教育委員会はすぐにタイムレ

コーダーの導入を決めて、時間管理をしましたが、校長先生からは反対

もありました。仕事を持ち帰るだけだから、時間だけではない。時間だ

けでもきちんと制約し、あとは自分で何とかしていただかないと歯止め

が利かないからという意見が書かれている教育新聞を読みながら、やは

り教育委員会の立場としてはきちっと一線を引くべきかなと、これを見

ながら思いました。ぜひ校長先生方にも協力をいただければ、進んでい

くのかな。両方でうまくやっていくのが一番いいと思います。 

神 谷 主

幹： 

 まだ、犬山中は回っていませんが、３つの中学校を回らさせていただ

いて、このように説明をさせていただく時の、教員の方達の聞く心持ち

は、これをご理解いただいて、納得しながら聞いていただいていると私

には見えました。ですから校長が教育長の意向を受けて、そのように上

手に間を取り持ちながら、施策を続けていく方向でやっていただいてい

るようでした。 

教 育 長 職

務代理者： 

 先日事務協があって、その最後の意見交換で、この部活動のことを意

見交換されて、犬山は一歩進んで進めているんだなと実感しました。教

育長始め、神谷先生を主導で進めていただければいいと思います。資料

を確認させてください。前文を苦労して入れていただいたと思います

が、２枚目３枚目と比べると 1枚目は理解しづらいです。配られる前に

補足をしていただけたらありがたいと思います。 

教  育 

長： 

 やはり簡単な表現のほうがわかりやすいということですね。他にいか

がですか。 

田 中 委

員： 

 ガイドラインなんですが、一番の論点になっています３の３つ目です

が、これはあくまでもガイドラインの最低基準であって、それを上回る

といいますか、例えば学校によっては、平成３０年の４月からスタート

しますということもありうるということですか。 

神 谷 主

幹： 

 そのように計画しているところもあると聞いています。 

教 育 長 職

務代理者： 

 部活指導員のような外部の方に委嘱されていくというように、将来的

に持っていく、現在進んでいるでしょうけど、そういう方達への講習の

ようなものは考えてみえますか。私は部活動も大事な教育活動の一環だ

という大前提があるものだから、ただ技術を教えるという意味合いの指

導員ではなくて、その辺りも踏まえて指導員になるべきだと思います。

そういうことは、どうなっているかお聞かせください。 

神 谷 主

幹： 

 部活動指導員と言われるものは、平成１３年から犬山市では取り入れ

てきていて、現在４０名。その方達は犬山市の市民総合大学の健康に関

する講座を受けていただくようにお願いをしています。それ以外にも文

化スポーツ課が計画をしている２回の研修会に出ていただくことにな

っています。 
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教 育 長 職

務代理者： 

 例えば青少年の心理学的なこととかも含めて講習として進めていた

だいていますか。もしやっていないなら、今後進めていただきたいと思

います。要望です。 

神 谷 主

幹： 

 おっしゃる通りだと思います。学校教育課が雇います部活指導員。名

前は同じなんですが、文科が指定して、その者は非常勤的な扱いで、       

雇い方は違いますが、校長が顧問としても命ずることができます。学校

の顧問はお手伝いの方で本当の部活の指導の顧問はその方ができると

いうようなものなんです。３名を雇うように予算建てがしてあります。

その者は計画では小学校の教員を選ぼうとしております。今のところ３

分の２、それで確保しています。そうすると校長がその者に預ける時に

非常に安心して預けられますので、そうすると中学校の顧問が全くいな

い状態でも、その者で引率もできる、対外参加もできるということにな

ります。もちろん、その小学校の教員が返って多忙化にならないように

ということで、学校長との協議は進めております。 

教  育 

長： 

 また、いろいろ進めていくと新たな問題が出て来るかもしれませんけ

ど、それはその時に慎重にと思っています。これから将来的に子どもさ

んが小学校、中学校にお通いになられる立場として、小倉委員、こうい

った今の状況は率直に一言でお願いします。 

小 倉 委

員： 

 別件で実家のほうの友達に電話をしました。教頭をやっている友達で

すが、犬山でこんなことを考えているけど、どう思うかと意見を聞いた

のですが、向こうのほうでは１００時間の超過は当たり前のような、本

当に苦しい状態にあるんだという話が返ってきて、犬山はある意味とて

も進んでいるんだなと実感できて、その友達は今いる先生を褒めて、褒

めて頑張れるような状況を作っているのが教育委員会の仕事だと言わ

れました。実際部活は自分もスポーツをやったので、自分の子どもにも

頑張って欲しいなと思っていますが、やはり先生が健康で心にゆとりを

持って、勉強も部活もやっていただきたいので、きちんとしたラインを

明確にしないと、心のある先生はずるずるとやってくださってしまうの

で、ラインはきちんと学校として、教育委員会として持って、指導して

もらいたいなと思います。親としても。 

教  育 

長： 

 これに対して大きくご異論を唱えられる委員さんはお見えになりま

せんので、もう既にこのように進んでいますので、また後押しがいただ

けたらと思います。では次にいきます。 

 「教育関係者と教育委員との教育懇談会」について、事務局お願いし

ます。 

神 谷 主

幹： 

 １月２３日現在、事前の調査で２０名の方が参加をしたいというご意

向を示しておられましたので、その２０名に配信した結果、今７名の参

加希望が出てきています。２５日が締め切りとなっています。本日は、

資料の（２） ① ② ③を一括でご協議いただきたいと思っています。

①の時間は９０分、内容は②の通りです。司会を教育長に務めていただ
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き、懇談テーマについては、事務局あるいは、委員の代表の方から提案

していただいたらどうかと思っています。いかがでしょうか。 

教  育 

長： 

 司会は私の方で、取り回しをしたいと思います。テーマは委員さんで

はなく、事務局の方から提案した方がいいかなと思います。どんなテー

マかにもよるかと思いますけど、おそらく２学期制と学習指導辺りにな

ってくるのではないかと予測はしています。学習指導というのは、少人

数学級、少人数授業、ＴＴ等の常勤・非常勤の配置を含めたところでの

学習指導ですけど。進路選択が２学期制とも絡んでくる内容ですので、

あえて進路と取り出すのではなくて、２学期制との絡みで扱っていける

と思っております。いかがでしょうか。まずは役割分担ということです

が、ぜひご自分がというお気持ちがあれば、提案をお願いしたいと思い

ます。特に強いご意思はないようですので、事務局の方で分担してやら

せてもらいます。懇談会のテーマですが、今言いましたように２学期制

と学習指導ということで、それを通して、また進路選択のことも含めて

ということで、２つ位に絞ったらどうかと思います。本当は１つがいい

のかなとも思いますが、いかがでしょうか。 

千 葉 委

員： 

 ７名の参加予定の方の内訳を教えてください。塾の先生が多いのかど

うか、それによってテーマも変わってくるかと思いますが。 

神 谷 主

幹： 

 ２名が主任児童員で、あとの５人は学習塾の講師の方です。 

千 葉 委

員： 

 そういうことなら、２学期制と学習指導でいいかと思いますが、時間

的に２つが出来るのかと心配です。１時間半で自己紹介や提案の説明と

かやっていると、それで時間を取ってしまうと思います。 

教  育 

長： 

 ２学期制についてということに絞って、その中で学習指導も含めて扱

っていくということにしていきましょうか。 

教 育 長 職

務代理者： 

 少人数などについて、塾の先生はあまりご存知ないということでした

ので、その辺りを事務局で適宜盛り込んでもらいながら、伝えていただ

きたいと思います。 

教  育 

長： 

 では、そんな形でいきましょう。テーマは一つに絞って、その中にい

ろいろ含めていく。そうすると話にも広がりや深まりが出てきますね。

犬山の「学びの学校づくり」を大テーマにしておいて、サブテーマで「２

学期制を通して」ということで、言葉はまた考えたいと思います。次の

説明をお願いします。 

神 谷 主

幹： 

 平成２９年度犬山市教育施策アンケートの事務局分析をご説明申し

上げます。 

教員以外の関係者についてですが、どの施策も、一般には認知されて

いない。学校関係者にのみ伝わればということではなく、どの方にも説

明をしていくことが必要だと感じています。また、クロス集計によると、

２学期制に理解がある方は、他の施策のことも知っているし、その施策

が学力を上げていると感じているようです。Ｑ１７、学力がついている
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かどうかは、外部には分かりにくいというのは当然であるが、一般的に

少人数・ＴＴ・等の教育施策の教育効果は高いと認めている方が多い。

これからも続けてほしいという意見も多く承っています。Ｑ３３、高い

学力に到達できることに主眼をおいた教育施策を進めてほしいかとい

う項目は、事務局が思っていたよりも低い値でした。Ｑ３６、塾からス

キルを学んでほしいという質問に対しても、学習塾講師からの回答は４

０％と低く、目指している部分の違いを感じているのではないかと感じ

ています。 

次に転入教員についてです。２７年度の調査は無作為に４００人に対

して行いましたが、今回は犬山に転入後４年以内の教員５５人です。Ｑ

１７、進路指導に関しては、私たちが当たり前になってきている部分を

新しい方に伝え切れていないのかもしれないと感じました。Ｑ２４、犬

山市の教員でありながら４分の１は犬山の教育施策に興味がないと答

えているので、もう一度教員自身に犬山の施策を見直す機会を設けなけ

ればと、校長とも確認しています。Ｑ２５、塾のノウハウを学びたい教

員が予想外に高かったです。 

保護者については、平成２７年度のアンケートと比べると低下してい

る項目が多い。２学期制については、４分の１の方が賛成、５割の方が

懐疑的な回答をされていました。 

それぞれの母集団が少ないので、客観的データとしては取り扱いにくい

というご指摘はごもっともだと感じていますが、ただ、今まで実施した

ことがない新たな対象者への聞き取りは、次に進む道が見つけられ有意

義であったと考えています。 

教  育 

長： 

 説明があったわけですが、いろいろ読んでみますと、犬山市教育施策

アンケートの記述回答の特に転入職員の関係ですが、「薄っぺらな学力

ではない教育を目指していたはずの犬山の主義はどこかにいったの

か？」。何も変わっていないが、この方はどこを見てそう思われたのか。

「学び合いを大切にすることはいいが、学力が高まっているとは感じら

れない」「中学３年生の担任になり、２学期制の運用しにくさを感じて

いる」。中３の担任だったら、２学期制は歓迎されるのではないか。ど

ういうことなのか。「２学期制では、テストの間に長期休みが入り、内

容を忘れてまって、テストを迎える」。積み重ねをしていかなければい

けないのに、内容を忘れさせてしまうような指導をしている教師自身の

指導体制を見直してほしいと思います。「２学期制から３学期制に戻す

ところもある。戻す勇気も必要だ」。守っていく勇気も必要です。「３

年生の私立学校に提出する評定は不利である」。子どもたちが行きたい

と思うような高等学校は、だいたい評定ではなく当日のテストで評価を

します。だから評定がいくら高くても当日のテストができなければ不合

格です。それに、どうして評定が不利になるという考えがあるのかがわ
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かりませんので、ここは保護者に正直に話を伝えた方がいいのかなと個

人的には思います。かつての教育施策に捉われ過ぎて、新しい教育方針

に目がいかないように思います。特に英語が心配です。そういう動きを

全く知らない。だからもっと教育委員会が中心となって、あんなことも

やっています、こんなこともやっていますということを、もっとＰＲし

ていかなければいけない。神谷主幹と話をしていましたが、教育委員会

のホームページを立ち上げて、例えば今日、この教科の授業改善委員会

をやっていますとか、定例教でもこんな議論がされましたとか、そうい

ったことをもっと発信していく必要があるのかなと思っています。新し

く犬山にお見えになられた先生というのは、これまでの長年の積み重ね

を一気に感じ取るのは難しいのかなと思います。シンポジウムという機

会が無くなりました。来年度、出来る限り早いところで、犬山はこうい

う考えでこういう施策を進めてきたんだよということを、犬山の先生方

にご理解いただく場をぜひ持っていかなければいけないと、神谷主幹と

もお話をしたところです。これにつきましてもし何かあるようでしたら

お願いします。 

紀 藤 委

員： 

 教育長がおっしゃったとおりだなと思うのは、転入教員ですが、「２

学期制ではテストの間に長期休みが入り、内容を忘れてしまう」。これ

は学力観の違いになってくるし、この先生は知識理解の問題しか作って

いないのかなと、そんなふうに思います。忘れるということ自体が詰め

込みになってきていないかなと思います。「学び合いを大切にするのは

いいが、学力が高まっているとは感じることができない」。多分「学び

合い」というのを「話し合い」と置き換えてみえないかな。本来の犬山

の学び合いとは少し違うのかなと思います。今は就職試験の面接でも、

自分の意見を言って、自分が表現していることを評価されて、合否を決

めているそんな世の中になってきているのに、表現するという事が非常

に大切なので、ただの話し合いではなくて、裏付けたもの、データがあ

ってそれに基づいて話せているかどうかというのが問題なので、どうな

のかなと思います。それから、薄っぺらな学力という問題もあるけれど、

本当に薄っぺらいのか。私は教育委員になって犬山の授業をずっと見せ

ていただいていますが、人間関係がすごくいいかなと思っています。友

達と話し合える関係、男女で上手に話している姿を見ながら、自分の意

見を確実に相手に伝えることが出来ているんだなと、ある程度説得力の

ある意見を言おうと思うと、それなりの勉強をしてきているとか、知識

も持っているだろうし、いろんな調べる方法の手立てもわかってきてい

るのかなと思っています。新しくみえた先生方ももう少し学んでいく必

要があると思います。後は塾の関係のところを見ると２学期制が不利と

書いてあるのは、何学期制にしても不利な子は不利なのではないかと思

います。夏休み中に勉強したから高校へ行けるわけではなくて、小学校

からの積み上げがあって行けると、捉えてもらいたいなと思います。ず

っと一生涯学び続けるという姿勢を子どもたちに小さい時から養って
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いく教育は間違いないのかなと思っています。 

教  育 

長： 

 犬山以外の市町の先生方は、犬山の施策を批判的に見ていらっしゃる

ところもあるのかなと思います。ですから初年度はこういった答えを書

いていらっしゃる。だんだん犬山に慣れてみえると、同じ人間に調査を

すると、数年後には全く違った回答が得られるかもしれないと思ったり

するわけですが。他にどうですか。 

田 中 委

員： 

 懇談会についてですが、参加される方の自己紹介のところで、懇談す

る前提としてどの位塾の経営あるいは講師に携わっていてとか、少し時

間を取ってその方の経歴を詳しく伺った上でお話をするほうがいいか

なと思うところと、滝教育長はうまく回してくださると思いますが、児

童委員の方とか塾関係者の方に、子どもの様子とか子どもの状況とか学

校の外部で子どもと関わっている方が、子どもにとって何が必要と感じ

てみえるのか、子どもはどういう問題を抱えているのかというところ、

外部の方が何を発見して、何を感じているのか、その程度に関わらずお

話を聞くことが出来ればなと思っております。それに対して行政が何

か、あるいは学校が出来る事は何かということを深める場になるといい

なと思う所です。あとは塾の場合ですと細かい点ですが学習で何につま

ずいているのか、どういう所でつまずきやすいのかというところを、聞

けるところは聞いてみたいと考えています。 

教  育 

長： 

 他にどうでしょうか。では、そんな形で進めさせていただきます。で

は次にいきます。 

「犬山シティマラソン・読売犬山ハーフマラソンの最終状況」について、

事務局お願いします。 

上 原 課

長： 

 犬山シティマラソンは３６回大会になりますが、今回１キロ、３キロ、

５キロ、７キロの４種目で行われます。昨年度は５，００９名申し込み

がございましたが、今年度は４，１０７名でした。また、読売犬山ハー

フマラソンにつきましては第４０回大会になりますが、１０，６８７名

の申し込みをいただきました。今年度は１０，６４８名でした。 

教  育 

長： 

 犬山シティマラソンは、２割程減っているという事になりますか。こ

れについてよろしいですか。では次にいきます。 

「文化財防火デーに伴う犬山城などの無料開放」について、事務局お

願いします。 

吉 野 部

長： 

 これは毎年やっていますが、趣旨につきましては資料に記載のとおり

です。１月２６日が文化財防火デーと制定されておりますので、これを

受けて、犬山の文化財の施設である犬山城、犬山市文化史料館、中本町

まちづくり拠点施設において、１月２６日を文化財保護啓発の観点から

無料開放といたします。その中で自主的な消防訓練ということで、犬山

城で訓練を行います。文化財防火デーを周知するための看板の設置、チ

ラシの配布も行います。昨年度は消防訓練の様子を多くのメディアの方

に取り上げていただきました。 
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教  育 

長： 

 今説明があったとおりですが、何かございますか。特にないようです

ので、次にいきます。 

「２月・３月行事予定表」について、事務局お願いします。 

小 川 主

事： 

 ２月上旬に小学校の一日入学や入学説明会があります。２月８日には

中学校の入学説明会があります。２月１日に私立高校の推薦入試が予定

されており、７、８、９日に私立高校の一般入試があります。２月中旬

には中学校１，２年生の期末テストが行われます。２月下旬には卒業生

を送る行事が中学校を皮切りに行われ、３月に入りますと、小学校でも

行われます。なお、中学校の卒業式は３月６日、小学校は２０日、終業

式は３月２３日になります。公立高等学校の入試は３月８、９日と１２、

１３日に設定されております。 

教  育 

長： 

何かご意見ご質問はございませんか。ないようですので自由討議に入

ります。 

            自 由 討 議 

教  育 

長： 

 自由討議に移ります。発言はありませんか。 

 ○特になし 

           そ の 他         

教  育 

長： 

 事務局、ありませんか。 

事  務 

局： 

 ありません。 

教  育 

長： 

これで、公開案件については終了します。最初にお願いしましたよう

に、以後は、非公開で、「いじめ防止に向けて」を行います。 

  「いじめ防止に向けて」 

報告事案及びこれまでの継続事案についてのその後について説明後、以

下の意見、説明があった。 

・一番心配なことはこういったことがあるのに、先生方が把握できず

に、だんだんいじめが陰湿化していくということが怖いところです。 

・早期発見、早期対応が一番ですので、そういった観点で報告を聞き

たい。 

  

教  育 

長：  

          閉   会 

 以上をもちまして、１月定例教育委員会を終了させていただきます。 

 

【次回開催】  定例教育委員会 ２月８日（木）９：３０ ３０１会議室 
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